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簡易時分割テ
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レメ 一タ送信機（1）

博　・　永　友　英　世

　筆者等はさきに，6チャンネル程度の簡易な位置変調

方式時分割テレメータ送信機として，直熱型サプミ；ア

チュア管を用いたものについてご報告したが，その後引
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第　　1　　図

続き傍熱型サブミニアチュア管を用いて

徊路を簡易化し，きらに装置の軽量小型

化を目的として接合型トランジスタの採

用を試み，一応の結果を得たのでその概

要を記述する．

’2．’楕熱型サブミニアチaア管によ

　　る送信機

　傍熱型サブミ＝アチ＝ア管eeよる装置

の方式および回路構成は，さきに報告し

た直熱管によるものとほぼ同じである・

すなわち，変調方式はPPM－AM，送信

周波数1，680Mc，尖頭出力5W，繰り返

し周波数500pps，チャンネル数4（最大

6まで実装可能），パルス幅5μs・パル

ス間隔は4チャンネルパルス問280μ5，

同期パルスと第1チャンネルパルス間
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280μs，第5チャンネルと同期パルス間320μ5・同期パ

ルスは20μ5間隔の2個のパルスより成る・パルス偏位

は0～＋5Vの信号電圧に対し，基準位置よりO－150μs

位相が進む・使用真空管は，送信管はベンシル管5794，

その他は傍熱型サブミ；チュァ管5702および5703で

　　　　　あろ．

　　　　　　回路は第1図に示すよ5に，主発振部

　　　　　（V，，V3），時限波形形成部（VLおよび遅延

　　　　　線路），同期パルス形成部〔V4および遅延

　　　　　線路），チャンネル変調部（Vs，　Ve，　V、。，

　　　　　Vn），混合整形変調部（V5，　VE，　Vi）およ

　　　　　び送信部（V、2＞より成っておウ，大体にts

　　　　　いて直熱管を用いた回路と同様であるが，

　　　　　チャンネル変調部の真空管を1個に減じて

　　　　　あり，したがって使用真空管総数は12個，

　　　　　　1チャンネルあたり3個となっている●

　　　　　　主発振部は2fl冠の5703にょる臼走マル

　　　　　チバイブレータで，繰り返し500ppsの，

　　　　　幅280μsの矩形波を発生し，サンプリン

　　　　　　グ周期を作るととも｝一．時i艮波形形成部を

　　　　　直接駆動する．第2図はその波形を示す．

　　　　　　時限波形形成部は5702による鋸前状波

　　　　　　発生回路と遅延線路から成V，主発振部の

　　　　　　出力矩形で5702を開閉して鑑歯状波を作

　　　　　　り，これを遅延線路に流して280μsずっ

　　　　　　おくれた四つの時限波形を作る．この時限

　　　　　　波形を送信部変調用ブロッキングオシレー

（・）v，列。ド　　　　　　　（d）v・グリ・ド
　第2図主発振部波形（200μ5〆cm，50　V〆cm）
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　（b）第2テマンネル　　　　　　　　　　（d）　第4チャンネル

　　　　　　　第3図　時限波形成部波形
（200μ5／cm，時限波形5V〆cm，　v，出力パルス群50　v．cm）

．タViの出力波形と比較して第3図に示してある・

　チャンネル変調部は，コンパレータ（Ve，　Vg，　Vlo，

V、］）より成り，カットオフ以下にバイアスされたそれぞ

れのグリッドに，対応する正の時限波形を加えるととも

に，対応する正の併号電圧を加えて，通流する位相を変

化し，陽極側に幅変調矩形波を得る．これをα～回路で

微分して位置変調パルスとし，ゲルマニウムニ極管をへ

て混合する．第4図には各チャンネルの幅変調矩形波

を、V，の出力と比較して示してある．

　同期パルス形成部においては，V3のグリッドの波形

をC尺Ll賂で微分してV．で増幅するときに，その陽極

側に折返L遅延時問20μsの先端開放遅延線路を一慰十て

反射をとりレ20μ5間隔の2個のパルスを得る．この部

生　産　研　究

の波形1．s第5図に示すように良いもので

はないが，簡易化のため整形嫉後段にお

いて一括して行う・

第5図同期パルス形成部波形（V，陽極）
　　　（20e　ltS．〆cm，50　V，icm）

　混合整形変調部では，各チャンネル変

調器の負の出力パルスをV，にて混合位

相反転したのち，これと同期パルスとを

滉合してVEをへて単安定ブロッキング

オシレータV7をトリガして幅一定（5t”S）

に整形する．この部分の波形を第6図に示す．

　送僖部は，ペ

ンシル管5794

を，　V、の出力

でグリッド変調

するもので，そ

の出力の検波波

形を第7図に示

す・

　第8図は本送

信機の外観であ

って，左上はチ

ャンネル変調

　（b）第2チマン席ル　　　　　　　　　　（d）第4チヤンネル

第4図　チャンネル変調部波形（200μ5／cm，500　V．！cm）

　　（b）　Vr出力（50　V／cm）

第6図　混合整形変認部波形

　　　（200μs！cm♪

　　第7図　送信部出力検波波形
　　　（同期パノしス）　（10μ3／cm）

部，右上は時限波形形成用遅延線路，下

の部分には主発振部，時限波形形成管，
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　　　　　　　　　（b）1　　園
第8図　傍熱型サプミニアチュア管による送信機外観

同期パルス形成部，混合整形変調部および送儒部が収容

されている．

．第9図は，．．第1チャンネルないし第4チャンネ’レの入

力信号電圧対パルス偏位の測定結果である・調整t：：あた

っては，あらかじめパルスを基準位置におくようコンパ
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（A）

　　　　Ld）　第4テヤンネル
第1Q図．時限波形と出力パルス波形
（20Pstcm，時…限波形2V／cm，出．カパ

ルス波形50V／cm）

　　　　　丸D）　VTは笥　力
第工1図　変設波形（第4チャンネIL）
　　　（100　tislcm，50　V！crn）
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る使用温度範囲は一10°ないし＋75°程度であるから，

ゲルマニウム・トランジスタでは，方式によっては，誤

差が許容し得ない値にまで達する・もちろんシリコン・

トランジスタを用いれば，この点は余り問題とならない

が，本邦の現状では入手に困難をともなう・

　しかるに電流が流れているか，流れていないかだけが

問題となるswitching回路では，温度による特性変動に

対する裕度が，小振幅動作の増幅器や周波数変調器など

に比しはるかに大きいので，回路の大部分がswitching

動作をしている位置変調時分割方式は，トランジスタ化

に適しているということができよう・ただしこの方式の

うちで，チャンネル変調部のコンパレータは，温度によ

る特性変調が致命的な部分であって，この部分には将来

接合型シリコンニ極管，またはシリコン・トランジスタ

を用いるQがよいが，目下は直熱型サブミニアチュア管
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第12図　トランジスタ化送信機回路図
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を用いるのが無難であろう．また1，680Mcの送信部に

はドランジスタを用い得ないことはいうまでもない．

　第12図は，このような方針にもとづき，コンパレー

タおよび送信部を除くほかのすべての部分をトラジスタ

化した回路を示す・素子としては安定で，かつ波形の立

上りの良好な成長型NPNトランジスタ2T53を用いた・

図でT1，　T、は主発振部で，繰り返し500　pps，幅280μs

の矩形波を発生する自走マルチバイブレータである・そ

の出力矩形波はT、にて鋸歯状波に変換され，1段あた

りの遅延時間280μsの時限波形形成用遅延線路に入る．

この遅延線路の各段の出力は時限波形として，それぞれ

対応するチャンネルのコンパレータに供給される．コン

パレータの出力は前述のように負の幅変調矩形波で，こ

れがそれぞれT，，Tn，　T、3，　T、，により位相反転され七

正の幅変調矩形波となり・CR回路により微分されて前

　　　　　　　　　　　縁にあたる正の位置変調パルス

　　　　　　＋EB（・75v）　に変換され，それぞれ　T、。，

　　　　　　　　　　　T12，T、4vT1、をへて混合され

　　　　　　　　　　　る・T4，　T5，　T6は同期バルス

　　　　　　ーEC．（75VJ　形成部で，　T，の出力波形を

　　　　　　　　　　　CR回路で微分し，　T，で位相

　　　　　　　　　　　反転した後，T，に供給し，そ

　　　　　　　　　　　のコレクタ側にある折返し遅延

　　　　　　　　　　　時間20μ5の先端開放遅延線路

　　　　　　　　　　　により20μ5間隔の2本のパル

　　　　　　　　　　　スとし，T，をへ℃チャンネルパ

　　　　　　　　　　　ルスと混合する・混合された負

　　　　　　　　　　　のパルス群は，単安定ブロッキ

　　　　　　　　　　　ングオシレータTsをトリガし

　　　　　　　　　　　て幅3μsのパルスに整形され，

　　　　　　　　　　　送信部へ送り出される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1956．3．15）

東京大学生産技術研究所報告第6巻第6号予告
　　　　　　　　　　　　　　　　神前　　熈著

「Studies　on　the　Lattice　Irnperfections　in　Solid　Crystals　and　their　Application　to

the　Problems　of　Cold　Working　of　Metals　and　Photographic　Sensitivity」　（英文）

　（金属加工ならびに写真感光に応用される固体結晶中の不完全性に関する研究）
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